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Visualizing Phenomenon of Cretan Ancient Laws in the Sanctuary， 
Sacred Place and Temple with Cosmology of the Formation 
of City-States 
FURUYAMA Yugi 
Archaic Crete was the forerunner of the law making and its display in the Greek world. Most 
of Cretan laws were inscribed on the walls of the building in the sanctuary， therefore seem to have 
had a close relationship with such a sacr巴dplace through the special means. 
In the end of the Bronze Age and the begging of the 'Dark Age'， there was a kind of circular 
cosmology around the 'Bench Sanctuary' and ‘Goddess with Upright both hands'. On the other hand， 
Cretan people of the‘DA' had have felt a sort of divinity to Minoan ruins where they played the cult 
performance. Through the cult activity there， the physicality of memory and the fetishisms to the 
wall of BA ruins have been incubated on the spot. In the sanctuaries remote from the settlements 
we can see the decline of the cray items and the increasing of bronze and luxury goods in their 
dedication around the 8th century BC. It means the development of the ・eliteideology' among the 
leaders in the hierarchical regional communities. 
During the late 8th and 7由centuries，Cretan societies have created the large cult buildings， which 
have had a so-called ・Megalonstyle' inner room and the non-peristyle exteriors. This type was the 
explicitly visible construction for the cult activity， as‘temple'， beside which community had another 
construction for the ritual of membership， as・andrcion.'They embodied the integration of community 
and the fix of social stratification through the divine function. The comparative study of epigrams 
on dedications and law inscriptions on walls suggests that ritualized cult activity in the sacred space 
would be formalized in some sort of oath to the god. Especially reading aloud the Iaw on the wall of 
temple was al but the oath toward the Apollo. 
When the law inscription was read with voice， the construction of the order by law among 
the competitive elites should be taken a form of swear facing the wall for super authority beyond 
them， although they were top leaders of the community and could take a meeting and ritual dining 
together in the sacred space for their consolidation and status after the sacrifice ceremony. On the 
other hand， the social class with the low level of， or without literacy could fel the effect of law on 
one's body through the ritual activity (hearing， singing and dancing) before th巴God.It was under 
the cosmology of a way of making anci巴ntcity-state that new relationship between members of a 
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。 札曲山 岬柵蝿似=育、A川柳 刷臥 A尚 銃剣ぽ. .・・
図 1 コモスの神殿B Shaw & Shaw (2000)より 転載













































































































写真 14 プリニアス遺跡の神殿A・神殿 Bの遺構






















































































































































































































































No 実態 形質・形態 年代 出土地・発見地 銘文 備考 出典
4 グラ7ィット 陶器・-7ノッソス 前7世紀 アイヤ・ベラ平ア アペロニア P:?) HH(予)1口(?) 未公刊製盃
6 グラブイット 陶器破片 前7世紀 プリニアス エポロスx3、オスミュルゴス× 練習脅さ' IC.1 xxvii.1 LSAG.315 2、…トゥラ:t.x2 no.l0 
7基碑銘 ステレ 660-650BC プリニアス 判醗不明 左端 Lembesi (1976) 21-22 
25路顕碑文 岩盤 アJレカイック/イタノス シデロス岬 -・・モンが我を描いた イルカの線描画 IC. m vi. 2 古典期初
26路顕碑文 岩盤 525-500BC イタノス シデロX岬 エウテレスが・・・(意味不明) 4行の牛耕式 IC.mvii.3 -・・イタノス人・・(意味不明)
28路頭碑文 岩盤 アルカイック期 オルス スピナロンf半島 テュンドゥロスが 銘文左右に足の線描画 IC. 1 xi. 64 b 
29墓碑銘? 記念碑 アルカイック期 プロラ ピュロロス タラドスが IC.I xxv.l 
30グラフィット 陶器 前6世紀 ファイトス ヘラクレスカ'1ゴルテュスが 2行、キユドニアのアイギ Garducchi ナ文字 (1952-54) 
32墓碑銘 墓標 前6世紀 ヘルソネソス ヘラニカ ティメスの子アウグロスが我を 2行、レトログレード Masson LSAG.316 立てた (1979)臼ー 65 no.20 
33奉納銘 青銅大釜の緑 500BC アイヤ・ペラギア アペロニア タリオス曲eアポロンにこれを奉納す SEGXXXIV. 
Nr.913 
34グラ7イット 石灰岩プロック 前6-5世記 エレウテルナ キピュイオスの SEGXXXXV. 
Nr.1271 
35カロス碑文 壁面 前5世紀初 ココレテユン オデイオン束壁 ダマゴラスは美しい IC.N.50 
36グラ7ィット 接体プロック 前5世紀初 ゴルテュン ソティモスが レトログレー ド IC向N.71
37路頭碑文 岩盤 前5世紀P イタノス シデロス岬 これはデニオスの両足 銘文上にー揃いの足の線 IC. m vi. 4 描画
38墓碑銘 ステレ 前5世紀初 キュドニア 我はアウトメデスの キュドニアのアイギナ文字 IC.llx.7 
39墓碑銘 月テレ 前5世組初 キュFニア 我はメリッシドスの事である キュドニアのアイギナ文字 IC.Il x.13 
40基碑銘 λテレ 前5世紀初 キュドー ア カリデイカ(スの?) 211 IC. Il X; 10 
41グラフィット ラムセスE世神殿 前5世紀初 エジプト アピュドス エウリユプロクスの子ダモクリト SEG XXIVI. 見曲e Nr目1708
42グラフィット ラムセスE世神殿 前5世紀初 エジプト アピュドス ヒュベJレパロスを SEGXXVI. 
Nr.1709 




































































鳥の広きを考えれば，非常に少ないと言わざるを得ない。 Pelrman(2002) が揚げる 42件の事例は，










































形態 行方向 内容 備考 参照
Al 6C第4四半期 アクロポリス建造物付近 壁体プロック 牛耕式 賃労働に関する規定 K 101 VER I.28 
A2 6C第4四半期 アクロポリス建造物付近 壁体プロック 牛耕式 労働者に関する規定(?) K 102 VER I.28 
A3 6C第4四半期 アクロポリ1建造物付近 謹体プロック 牛緋式 労働者に関する規定け} K 103 
A4 6C第4四半期 アクロポリス建造物付近 護体プロック 牛耕式 労働者に関する規定け) K 104 
A5+A6 6C第4四半期 村の家屋 壁体プロック 牛耕式 戦利品に関する法規または条約 Perlman アクロポリス建造物付近 2010 
A7 6C第4四半期 アクロポリス建造物付近 壁体プロック 牛耕式 (不明)
A9 5C前半 アクロポリス 単体プロック 牛耕式 犠牲式に関する規定 大理石 K 106+107 
AI0 官5C前半 村の家屋(由来地不明) ステレ 牛牛耕耕式 遺産係争訴訟手続き 表誕
All 6C第4四半期 アクロポリス建造物付近 壁体プロック 牛耕式 (不明) 6断片
A12 A B 6C初 アクロポリス東斜面の 座壁体としプてロ再ック利を用台時ま-債務に関する規定(?) a+a' 神殿 b+b' 
Axos 1 6C第4四半期 アクロポリス 壁体プロック 牛耕式 労働者に関する規定 摩書9.3cm K 105 VER I.29 
Axos 2 5C前半 由来地不明 ステレ 牛耕式 科料取立てに関する規定




(B.C白) 発見場所 形態 行方向 内容 備考 言書照
Dr 1 C.650 アゴラ貯水槽 盛体プロック 牛耕式・ コλモス職再佳を禁ずる法規 SEG VERI.81 Bile29-初1.no. 2 レトロ 27.620; K90 
Dr 2 7C後半 アゴヲ貯水槽 壁体プロック 牛耕式 プレプシダイとミラテイオイに VER I.66 Bile 30.no. 3 よる法の提案
Dr3 7C後半 アゴラ貯水槽 壁体プロック 下→上 エタイレイアイ法に規関)する規定 復愉元に異説餓 SEG VER L 68+ Bile 30. no. 5 牛耕式 (狩猟に関する あり 23.530; K92 II.89 
Dr4 7C後半 アゴラ貯水槽 壁体プロック レトロ 儀礼に関する規定け) K93 VER I. 27 Bile 31H. no. 6 
Dr5 7C後半 アゴラ貯水槽 接体プロック 牛耕式 アグレタスに関する規定(?) K 91 VER I.64 Bile 30， no.4 
Dr6 7C後半 アゴラ貯水槽 盤体プロック 牛耕式 ピュテイオンとアゴライオンで Bile 31. no目8の犠牲に閲する規定
Dr7 7C後半 アゴラ貯水槽 壁体プロック 牛耕式 宣替に関する規定 SEG 15目564VER I.lO Bile 31. no. 7 
lエレウテルナ総数18(13+5)l延べ数 24
推定年代~13 発見場所 形態 行方向 内容 側考 重量照
Ele 3 6/5C ピJレギ初期ピザンツ建物 石灰石プロック 牛耕式 アロポリアタイに関する法規 厚さ 13cm K 109 VER I.1O 
Ele 4 6/5C ピJレギ初期ピザンツ建物 ステレ 牛耕式 外国人に関する規定(1) 厚さ 12cm K 110 VER I.83 
Ele 5 6/5C ピJレギ初期ピザンツ建物 壁体プロック 牛耕式 収(?穫)物の所有権に関する法規
Ele 6 6/5C ピルギ初期ピザンツ建物 康体プロック 牛耕式 (不明)
Ele 8 6/5C アイヤ・イリニ教会近傍 壁体プロック 牛耕式 (不明)
Ele 9 6/5C プリネス村家屋 壁体プロック 牛緋式 外套職人に関する規定 アー チ状切断・ VER I.25 再利用
Elell 6/5C 由来地不明 壁体プロック 牛耕式 海不外在居者住裁超過に対する法規・ Kll2 VER L 14 判の規定
Ele13 6/5C プリネス村 壁体プロック 牛耕式 民援物に関する不買に対する K 113 罰則
Ele14 合間 プリネス村家屋 壁体プロック 牛耕式 (不明) VER I.46 壁体プロック 牛耕式 (不明)
Ele15 ACD E6/5C プリネス村家屋
壁体プロック 牛耕式 農地に関する法規 VER I.46 
壁体プロック 牛耕式 (不明)
Aa 牛耕式 売買と抵当に関する法規 [{ 14 VER 1. 67 
Ele16 Ab16/5C ピルギ初期ピザンツ建物 盛体プロック角石 牛耕式
規続典定におけるキタラ奏者に関する 隣接2菌AB K 115 VER 1.26 
ABa c 
牛耕式 裁判保証金に関する規定 Aに3人の石工 K 114 VER 1. 67 
牛耕式 ー
Ele17 6/5C 由来地不明 石灰石プロック 牛耕式 金銭の支払いに関する規定的
Ele18 6/5C プリネス村家屋 ステレ 牛耕式 (不明) 厚き 7cm
日eutheral 6C後半 ピJレギ初期ピザンツ建物 ステレ 牛耕式 M閣…T吟の爾想爾定貨に関する規定判官 厚さ1O.5c皿 SEG 41.739 VER 1. 98 
Eleuthera2 AI c .500 ニシ ステレ 牛耕式 厚さ9.5cm SEG 54.839 
日出由era3I百6/5C ピルギ ステレ 時喜一 表摩さ7.5cmSEG 41.740 高
Eleuthera4 5C前半 壁体プロック 牛耕式 罰法廷金手続きの規定:否認宣誓・ 1行上・ 3-4行 SEG 23.571 VER 1. 15 Bile 41， no.3 聞に空白
36 
|ヱルテユニア総数2(1+1) I 




推(B定C年)代 発見場所 形態 行方向 内容
|ロG]∞? |屑住地 |壁体プロック|牛耕式 |罰金支払い規定
|リユヲトス 総数7(6+1)|延べ数 10(+未刊行碑文 I=L4よ)
披(B定C年)代 発見場所 形態 行方向 内容
Ll 6C第3四半期 リュットス(クシダス)村家屋 壁体プロック 牛耕式 土地をめく渇係争に関する法規(1)
L2 c.500 遺跡付近の腐屋 盛体プロック 牛耕式 不明(コスモス職・市民)
L3 
Alc.500 リュットス(クシダス)村 壁体プロック 牛耕式 不明(ヘルメス神)
B Ic. 500 角石 牛耕式 不明(階響員)
L4 未 c.500 遺跡付近の風車 (泰納記念碑1)牛耕式 不明(未刊行)
c.500 牛耕式 不明(売り手・ 1)ュクトス人)
L5 c.500 リ:J.'7トス(クシダス)村家屋 壁体プロック 牛耕式 資産窃盗に関する法規
L6 c.500 リュットス(クシダス)村家屋 壁体プロック ヰ耕式 不明(外国人の・解放する)
A Ic. 500 イオニア式柱頭 牛耕式 外国人の取り扱いに関する規定
Lyktosl 
B Ic. 500 (奉納記念碑) VERl.12 牧畜地の境界に関する規定
L 
|77イストス総数1l延べ数 1 (+SEG 23.日6;未公開碑文 4)
推定年代





|VER I. 39| 
備考 言書照
VER l.45 
K 95 VER l.26 
K96 
7型行=残正存爾，繰り
隣接2面の右 K 97 
K 98 
K 99 
隣文接周2ド面AB;碑 SEG 35.991 VERl.12 Bile 12 
断加工』・両再面股切慨K 87 HMVE 
伽考 参照
備考 著書照
K=Koerner (l93); VER=van Efentere & Ruze (194-19錨);Bile= BiIe (198) 
表4.アルカイック期クレタ法碑文(ゴルテュン)
Gagarin-Perlman (2016)に拠る。但し， Guarducci (1935-1950)によりー部補足
|ゴルテュン総数(57+ω|延べ数 65
推定年代侶心)発見場所 形態 行方向 内容 備考 参照
Gl 6C第1-3四半期 ApollonPythios 縦長プロック6字枚) a-b.c，d-e (2文 fレトロ
5行家畜=5法規
-人体の加害に対する罰金規定 3行目はに途隣中歯ので余終地了あcの位置 りK 116 
G3 6C第1-3四半期 ApollonPytbios 縦a(長8文プ字ロ)ック4枚b-c. d レトロ
6三行神=へ6の法犠規曜 :アポロン・ヘラ・デメテJレ
牲式規定
縦長プロック2枚 4行=4法規;li商業法規・2犠牲式11罰「アンドレイオンJのG4 6C第1-3四半期 ApollonPythios a.b レトロ 金規続定・3法的 クレタ初出 K 117 手 き規定・47ンドレイオンでの飲i酉規定
G5 6C第1-3四半期 ApollonPytbios プロック2枚 レトロ 2行=2法規:水流妨害に対する処罰規定 VER I 92 上部損傷
G6 6C第1-3四半期 ApollonPythios プロック2枚 レトロ 神2行殿=)2法規田内容不明(単散の大釜・上部損傷
G7 6C第1-3四半期 ApollonPytbios プロック単体 レトロ l行のみ判読可能:内容不明 復元推定は不確か
G8 6C第1-3四半期 ApollonPythios 横長プロック15枚 レトロ 普1行・大:幼釜児)殺害に対する人命金規定(宣 K 118 i-a・.f，g-h，k.l，m，n，o.p
G9 6C第1-3四半期 ApollonPytbios 横長プロック13(右枚面a-n(正面).o(;f;i!i) レトロ l行:殺人罪確定後の陪審総務違反規定 基礎2面 K 119 VER I 78 
GlO 6C第1-3四半期 ApollonPythios 
横長プロック44枚 レトロ l行・ゴ種Jレ々テ罰ユ金ン刑人規)定(大釜・ダーモ
基ロに'イ礎震.ね4l菌日害法事GI0aの上ス-
b. c・e.ιh.i. k-l， m-n， o-p，ゃれs-t， U. V， x-y，目z，a'-b'， g'， h'， k'， 0'， P'.q' 
GlOa 6C第1-3四半期 ApollonPytbios プロック3枚，;p'イ レトロ l行:内容不明(死1) GI0より小さな文字(未消去)
Gll 6C第1-3四半期 ApollonPythios 椴長プロック9枚 レトロ l行:こ内(容不)・明碑 (大釜) 基礎2面;角プロックIa-b， c・d，(e，f， g，)・h-i G/PI 文への雷及なし
G12 6C第1-3四半期 ApollonPythios 
横長プロック18枚 レトロ114'ユラ 2行以上=2法規以上・内碑容文へ不の明言(及掘な削し) &桂h者，のレトごロと.き1左6開・レ始ギはュ稀ラ有ー
a-b. c札e，f，g. b， i. k.)'l-m I.n， 0， P.q， r， s)"G/Pに()・および()・
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推定年代 (B.C.)発見場所 形態 行方向 内容 備考 参照
GI3 6C第1-3四半期 ApollonPythios 
横長プロック12枚左開始の牛耕式 2行:ス僻金E体手)続き規定(都市民の訴訟・
ポリ 基礎2面'角プロックmK 120 VER I1 
~I. cJ. 01. fl. g.hl. il. kl. 1. ml. m2， 12， k2. i2. h.g2， 12， .2， d2守c2，b2，.2 
樹長プロック18枚牛耕式 2行:聡務未遂行の罰則・再任の期間制限規程 グノメネス職(複数形)・
G14 6C第1-3四半期 ApollonPythio. .1， bl. cl， .1， fl， g.pl， ql.rl， .1， .2， r2， q2， p.g2 クセニ K 121 VER 182 オス聡(単数)
GI5 6C第1-3四半期 ApollonPythio. 横長プロック3枚 キ耕式 2行・旦親に関する規定 VER 123 .bl. cl， c2
G16 6C第1-3四半期 ApollonPythios 機長プロック単体 牛耕式 2行 4 入信儀礼に関する規定け) H宇目のJヒに空白 VER 124 
G17 6C第1-3四半期 !-pollonPyth~ 横長プロック単体 左開始の牛耕式 2行:嫁資の取り扱いに関する規定 VER Il52 
GI8 6C第1-3四半期 !-pollonPythi~ 横長プロック単体 牛耕式 3行:内容不明(子供) 1行目は判読不能
GI9 6C第1・3四半期 ApollonPythio. 横長プロック単体 牛耕式 3行:内容不明(部族)
G20 6C傭1-3四半期 ApollonPythio. 横長プロック2枚 牛耕式 4行・実子と養子の遺産相続規定 父方と母方の財産 K 122 VER l37 
1-4 :レトロ 不I明己-4裁明行(幾定(:子同罰4一)則法・両規4親内:)容1・25-内6容不明・3内容不G21 6C第1-3四半期 A神p殿01正on面Py壁thios 縦長プロック2枚 5耕-8式:左開始牛
左隣プロックへの継続推定 KI17 VERIl61 相続係争・7-8自右プロック右半分にG22B
G22 6C第1-3四半期 神Ap殿olElon面Py壁thio. 縦(2長プロック右半分2B) 左下から巡回式 訴訟鉄続春期限の規定(?) 正22面A北東(上角)石+・G障接78右(面下に) K 124 VER 184 
1-5:レギュヲー 「ウォイケウス」の初出
G23 6C第1-3四半期 ApollonPythios プロック単体 6-8. :牛耕式 個女別伎条項とは内容民不と明婚.全姻体にと関し守ては自由 Bかb-ら1の0:継右続隣推プ定ロック K 125 VER Il25 8b.1O:レトロ 人 様属の する規定
1:垂車レギュラー
G25 6C第1-3四半期 ApollonPythio. 25断片 レトロ.牛耕式， .:牛牛耕緋式式2行行((コスモAfi)女性 複と数んのど法が碑意文味不混在明・ほ.v， a'.d' レギュヲー U ・ 2 オポ目見・ の)
16断片 レトロ，牛耕式， a2・3・牛耕式()オポcレロ2トス:ロ牛・(豚耕何)式物， b:レギュ 複は数同のー金法碑の文規混)定:在犠(牲多式くG26 6C鯵1・3四半期 ApollonPythios a.q レギュラー ラー (オポロス， c2:'H!F;t(も10))， d •レトロ(12)，g: か罰
G27 6C第1-3四半期 ，l¥pollonPythi四 プロック単体 レトロ 3行:内容不明
4*行壊VEへ:R内のに容呪よ不いる明復(元宜容・宣・誓遮拒れ否去やり碑)文破
左右の隣石にテキスト
G2酒 6C第1-3四半期 Acropoli. 縦長プロック単体 牛耕式 継続 VER 112 
下部に大空白




G30 6C第1-3四半期 A由p来ollonPythios 横長プロック単体 牛耕式 VER江12
4行自の文字下切れ
G40 6C第1-3四半期 アイイ・デカ村 機長小断片 牛耕式 2行;内容不明 (10)
ヘレニズム建造物 横長プロック3枚 71農・欄欄5.-贈動欄入物，傷年季害奉・取公引人， 4欄:逃亡縁 石左想「小残右定法存に典各」l:欄最以下上段存の在3 G41 5C前半 北壁 7欄各14行 牛耕式 に関する訴訟. K 127-128 VER 165 
BAに部糊空調空上左白石ー部のみ・中央G42 5C前半 へレニズム建造物 横2欄長Aプ，Bロック単体 牛耕式 AB .:土内地容境不界明係(争訴に宣告関・す罰る金栽・定技措巧置)規定 K 129 VERII5 北壁 から継続・底
Ba 回 公不川脱有正の殺な農水場奴地流抵隷の当所転現設有売状定・維の・奴抵持禁鯨当止虐設待定へのの禁処止罰
ABに完a継結開続始完結・BAb開下始石
G43 5C前半 ヘレニズム建造物 2横楓長Aプaロ，Aッbク，B単a体‘Bb 牛耕式




G44 5C前半 ヘレニズム建造物 横長プロック単体 牛耕式 女子相続人の婚姻規定 大l行法に典類7似桐の15条行項.9欄 KI34 VER I150 北壁
上下のプロックとの
G45 5C前半 ヘレエズム建造物 横2欄長Aプ，ロBック単体 キ耕式 B A-:抵抵当当承設認定宣に誓関にす関るす規る定規定 法Aお文継'B続左の隣石との K 135 VER 169 北壁
継続
ヘレニズム建造物 横Z欄長Aプ.ロBック単体 Aる:(内煙遺容体突不倣・明送間金の(宜許)，容可B}規6-定B14l-5行 : 内容不を
上下のプロックとの
G46 5C前半 北壁 牛耕式 明 行:私有地 A法右文継隣石続との継続 K 136-137 VER 185 通
へ東レ盤ニズム建造物 横2綱長Aプ，ロBγク単体 A前l期-1奉6行公の:年権季利奉畏公失奴条隷項規と定訴， 16-B33: 
AB連続・開始完結
G47 5C前半 牛耕式 ABともに悶法に重ね K 138 VER Il26 訟手続き 書き
ヘレニズム建造物 横長プロック複数 AC ::内内容容不不明明((運神ぷ々)， B :内容不明 B風書右化畠プによる損耗激しいG48 5C前半 東壁 A， B， C 牛耕式 ロックにG47上
G51 5C前半 ヘレニズム建造物 正方プロッcクm単)体 牛耕式 神々への宜容に関する規定，アポロン・
G42と続のき類似: 遠の
K 139 VER 113 東壁 (61.5 x 58 アテナ・ヘルメス ゼウス?) 碑法文手を構成?
G52 5C前半 オデイオン区域 プロック単体 牛耕式 AB -:水内利容権不を明めぐ(流るれ係)争に対する罰則規定 4辺すべてf聞でに法空文白継続 K 140 VER I190 2欄A，B A4・5行
横3欄長Aプ，ロック単体 A毛内容):.内不c容明:不内明(容聖不別(外明品国)人・B・下コ且・内モ容A)不.明B上(羊: 4辺すべてで法項文・左継右続G53 5C前半 アイイ・デカ村 牛耕式 B:主上確下定2条B， C 端l
G54 5c前半 オデイオン壁画 プロック単体 牛耕式 A恥内内容容不不明 左A右.上火下鍋2条項2網A，B B: JI;J~iI'~ (百の)
G55 5C前半 オデイオン壁面 プロック単体 牛耕式 主人による奴草書取り扱いに関する宜醤文 右左端側各欠行損にl字分の空白 K 141 VERI121 
G56 5C前半 オデイオン壁面 プロック単体 牛耕式 上・女内子容不相明 左右欠損下: 続人に関する法規 上下2条項(+口)
直里15C前半 オデイオン東壁商 プロック単体 キ主主式 内容不明(自由人・売買・間金・告発人) 下左右欠損 K 142 
38 
推定年代(B.C.)発見場所 形態 行方向 内容 備考 参照
オデイオン区域 内容不明(スタテJレ・ラトシ7人・罰金・ 上上輸端に左若梢干各空行白i=棚G58 5C前半 の小屋 横長プロッテ単体 牛耕式 告発人 の こl字 K 143 VER 115 分の空白
本相上左違体紛右失・模写2枚にG59 5c前半 オヂイオン区域 ブロック単体 牛耕式 内容不明(成人・全体の) VER 13 
欠損
G60 5C前半 オデイオン壁面 プロック単体 牛耕式 内容不明(普かれた通りに) 下左右欠損上端にふち飾り
G61 5C前半 オデイオン壁面 横長プロック単体 牛耕式 内容不明{支払い・間金) 石誠部面分右aよ部文分のみに左記 法制の最終
ミトロポリス村 プロッ6ク6単c皿体) 牛句耕読式2点 身分・奴に総関する法規(ゴJレテュ事ン人・・自由
左側欠損，右隣石に
G62 6C第4四半期 近傍 (50 x 人 ・コスモス・解放・神 飲酒) テキスト・上下の石に Kl44 VERII3 法文継続
G63 6c第4四半期 オデイオン区域 積長ブロック単体 牛耕式 ゴルテュンとレベン聞の協日当定た(り大5変ス2タ0テメJデレ)イムノ;1.，運搬，証人， 1 園文周開に始後・代下のの緑石削に継弘法続 VER 159 
横(17長7プロック528枚cmab) 
デュオニシオス顕彰(アウロンに住む者
b右続の，隣右開石半始に分完テほ結キ1. ス削ト除継， G64 6C第4四半期 (雷及なし) x26，5x 牛耕式 たち.免税，ピュJレゴス内の家屋と区画 VER 18 地，ギュムナジウム)
ミトロポリ見村 縦(3長プロッcクm単)体 左牛耕式
ゼウス・ヘリオ1・その他の神への犠往 左欠損)継，続(右テ隣キ右スト左端G65 5C前半 近傍 6.2 x 49 開始 品規定ー(雌ズ羊)・子牛・雄羊・メデイムノ 保存 にテキス・チ スト
G66 5C前半 (雷及なし) 小断片 牛耕式 5行:内容不明(ポセイドン) ポセイドン初出cf. A5+6 
G67 5C前半 アイイ・デカ村 縦長プロック単体 牛耕式 5行:内容不明(女性の) 上5行部の右下肩に上大り空に白欠損
G68 5C前半 ピュテイオン区域 横長小断片 牛耕式 3行:内容不明(ゴルテユン) 下継続右欠損， 左隣石に
G69 5C前半 ピュテイオン区域 検長小断片 牛耕式 4行:内容不明(樹木分割) 継縦続構欠損， 右隣石に







































































































































































































掘成果を総合している。 Cf.Davis (2003). また， WalIace (2010)が居住パタンと社会関係の観点からポス
ト宮殿期以降のクレタ社会の復元を試みている。当時の社会状況や工芸技術に関する簡潔な解説としては，
Boardman (1982a)・(1982b)・(1985)が今なお有益である。
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